
喫煙者の多くは、タバコは健康

に良くない事は知っていながら、ニ

コチン依存症のために、毎日どこ
．．

か
．
で吸い続けています。現代は、

有害なタバコから人々の健康を守

るための法律や条例ができている

ので、喫煙者は他人にタバコの被

害が及ばない「どこか」で吸わなけ

ればなりません。 

 

ほとんどの場合、被害とは喫煙

者のタバコを吸わされてしまう“受

動喫煙”の事を指します。だから、

左のポスターのように、煙がもれな

い喫煙室でタバコを吸うのが当た

り前になっているので、受動喫煙

は防がれているように思えます。 

ところが、喫煙室から出てきた

喫煙者にはタバコのニオイととも有

害物質が付着しています。すると、

周りの人はそのニオイを嗅がされ

てしまうのです。この状態は、“三

次喫煙”もしくは“残留受動喫煙”

または“サードハンドスモーク”と呼

ばれます。 

 

つまり、煙がもれない隔離され

たところでタバコを吸ったところで、

完全に受動喫煙を防げません。とな

ると、「すいません」じゃなくて「吸い

ません」と言える人ばかりの社会にな

ってくれる事を願いたいものです。 
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